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Ⅱ．調査結果 

１１．循環型社会について 

「循環型社会づくり」とは、大量生産・大量消費・大量廃棄を改め、廃棄物をなるべく出さず（発

生抑制）、できるだけ資源として再利用し（リサイクル）、利用できない廃棄物は適正に処分すること

で、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷をできる限り減らす社会づくりのことをいいます。 

 

１１－１．循環型社会づくりのために実施すべきと考える取組及び実施状況 

 
 

Ｑ１１－１（１）循環型社会づくりのために、次の取組をすべきと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

循環型社会づくりのために実施すべきと考える取組について、「強く思う」と「思う」を合わせた『思

う（計）』は「ごみをできる限り減らす」が 90.8％で最も高く、次いで「調理は食材を無駄なく使って

適量とし、食べ残しを減らす」が 90.3％、「ごみの分別を徹底してリサイクルする」が 87.1％の順とな

っている。 

  

過剰包装された商品など、ごみになるものを買わない 79.8

ごみをできる限り減らす 90.8

ごみの分別を徹底してリサイクルする 87.1

買い物袋等を持参しレジ袋を辞退する 83.8

調理は食材を無駄なく使って適量とし、
食べ残しを減らす

90.3

リース・レンタル・共同利用（シェア）などを
活用する

45.1

不用品はフリーマーケット、リサイクルショップなどで再利用（リ
ユース）する

64.2

市町や企業のリユースやリサイクルの取組に協力する 71.7

詰替え可能な商品、繰り返し使用できる容器に入った
商品を選んで購入する

79.3

リサイクル製品を選んで購入する 54.3

生ごみのたい肥化等の自家処理をする 50.2

大型家電、小型家電を廃棄する場合は、
適切に処分（リサイクル）する

86.0

地域の環境保全活動や清掃美化活動に参加する 75.9

海洋ごみの原因になる地域の散乱ごみを清掃する 79.2

環境学習会や講演会などに参加する 45.7

思う

(計)

27.1

34.9

33.9

35.2

37.1

6.4

10.8

12.2

28.0

7.5

9.9

37.1

16.7

17.2

5.2

52.7

55.9

53.2

48.6

53.2

38.7

53.4

59.5

51.3

46.8

40.3

48.9

59.2

62.0

40.5

11.4

2.1

4.0

6.1

1.9

36.7

21.4

16.1

9.8

29.5

26.6

4.4

12.1

9.1

33.4

2.0

0.4

0.8

1.7

0.4

8.7

5.8

2.9

2.3

7.0

13.8

1.2

3.0

2.7

11.4

6.8

6.7

8.0

8.3

7.4

9.5

8.5

9.3

8.7

9.2

9.4

8.3

9.0

9.1

9.6

無
回
答

思
わ
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
う

強
く
思
う
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Ⅱ．調査結果 

 

Ｑ１１－１（２）あなたは、日常的に次の取組を行っていますか。（○は１つ） 

 

 

 

日常的に行っている取組について、「行っている」と「時々行っている」を合わせた『行っている（計）』

は「ごみの分別を徹底してリサイクルする」が 79.8％で最も高く、次いで「ごみをできる限り減らす」

と「調理は食材を無駄なく使って適量とし、食べ残しを減らす」が 77.3％（同率）、「買い物袋等を持参

しレジ袋を辞退する」が 77.2％の順となっている。 

  

過剰包装された商品など、ごみになるものを買わない 69.5

ごみをできる限り減らす 77.3

ごみの分別を徹底してリサイクルする 79.8

買い物袋等を持参しレジ袋を辞退する 77.2

調理は食材を無駄なく使って適量とし、
食べ残しを減らす

77.3

リース・レンタル・共同利用（シェア）などを活用する 17.9

不用品はフリーマーケット、リサイクルショップなどで
再利用（リユース）する

34.2

市町や企業のリユースやリサイクルの取組に協力する 31.5

詰替え可能な商品、繰り返し使用できる容器に入った
商品を選んで購入する

68.4

リサイクル製品を選んで購入する 39.2

生ごみのたい肥化等の自家処理をする 20.6

大型家電、小型家電を廃棄する場合は、
適切に処分（リサイクル）する

72.6

地域の環境保全活動や清掃美化活動に参加する 50.5

海洋ごみの原因になる地域の散乱ごみを清掃する 28.0

環境学習会や講演会などに参加する 12.0

行っている

(計)

22.2

34.8

52.5

51.6

45.6

3.3

7.4

8.9

43.7

7.0

9.4

55.4

22.4

6.5

2.4

47.3

42.5

27.3

25.6

31.7

14.6

26.8

22.6

24.7

32.2

11.2

17.2

28.1

21.5

9.6

17.7

7.5

4.6

5.0

7.2

37.6

33.7

41.1

11.5

31.0

29.7

10.3

25.5

41.7

41.5

3.8

1.2

0.9

2.4

1.0

27.6

16.6

11.6

4.6

13.0

34.0

2.4

9.1

14.6

30.6

9.0

14.1

14.8

15.4

14.5

16.8

15.5

15.8

15.5

16.7

15.7

14.7

14.9

15.7

16.0

無
回
答

今
後
も
行
わ
な
い

今
後
行
い
た
い

時
々
行
っ
て
い
る

行
っ
て
い
る
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Ⅱ．調査結果 

１１－２．循環型社会づくりに向けた県の取組の認知状況 

 
 

Ｑ１１－２ 循環型社会づくりに向けた県の取組のうち、どの取組をご存じですか。（○はい

くつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環型社会づくりに向けた県の取組で知っているものは、｢マイバッグ持参運動（レジ袋等の削減）｣

が 83.4％と突出して高く、「生ごみのたい肥化、飼料化の促進」が 24.0％、「日韓海峡海岸漂着ごみ一

斉清掃」が 20.9％、「やまぐち食べきっちょる運動（食品ロスの削減）」が 18.4％、「フードバンク活動

の支援」が 17.9％の順となっている。 

  

83.4

24.0

20.9

18.4

17.9

11.3

11.0

10.3

9.1

8.0

8.0

7.6

7.4

5.7

5.3

10.9

0 20 40 60 80 100

マイバッグ持参運動（レジ袋等の削減）

生ごみのたい肥化、飼料化の促進

日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃

やまぐち食べきっちょる運動（食品ロスの削減）

フードバンク活動の支援

森林、食品残さなど未利用バイオマスのエネルギー利用の促進

セメント工場を活用したごみ焼却灰等のリサイクル

リサイクル製品の認定制度

産業廃棄物処理施設などの整備費補助制度

不法投棄ホットラインによる情報収集

休日・夜間不法投棄監視パトロール

海洋ごみ対策に関する環境学習、普及啓発

優良な廃棄物処理業者の育成

大規模災害に対応した災害廃棄物処理体制の整備

（市町の処理計画の策定促進）

公共関与の広域最終処分場の整備推進

無回答

（％）
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Ⅱ．調査結果 

１１－３．循環型社会づくりのために、今後強化すべきと考える取組 

 
 

Ｑ１１－３ あなたは、循環型社会づくりのために、今後どのような取組を強化する必要があ

ると思いますか。（○は５つまで） 

 

 

 

循環型社会づくりのために、今後強化すべきと考える取組は、｢ごみ減量化の普及・啓発｣が 50.4％で

最も高く、「資源ごみの分別とリサイクル」が 46.9％、「食品ロスの削減」が 43.5％、「プラスチック製

品の使用削減」が 37.4％、「不法投棄等の監視」が 24.6％の順となっている。 

  

50.4

46.9

43.5

37.4

24.6

18.4

16.7

15.6

12.2

12.0

11.6

10.1

9.3

9.1

7.8

6.7

6.4

5.4

5.0

2.4

15.0

0 20 40 60

ごみ減量化の普及・啓発

資源ごみの分別とリサイクル

食品ロスの削減

プラスチック製品の使用削減

不法投棄等の監視

学校や地域での環境教育、環境学習

物を繰り返し使う（リユース）取組

生ごみのたい肥化、飼料化

資源循環のための技術開発、製品開発

海洋ごみの清掃活動

環境に配慮した商品の購入・使用

優良な廃棄物処理業者の育成

埋立処分を行う最終処分場の確保

フードバンク活動の支援

地域で行われる環境保全活動、美化活動

大規模災害時の災害廃棄物処理体制の整備

資源循環に関する産業の育成

海洋ごみの実態調査

未利用資源の利活用

地域循環圏（資源の地域内循環）の構築

無回答

（％）


